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【目　 的】小学1年 時永久歯萌出時期の個人差を













類型別中学3年 時DMFT指数は ⅡM型 が最大で
4.5歯,IM型,　M型,I型 の順 に減少,最 小が
N型2.2歯で萌出型 とDMFT指数 に強い関連性が
認められた。
　 小学1年 時乳臼歯数は男女 とも7.9歯と脱落が
殆 どなく,こ の時期の乳臼歯喪失はう蝕による喪
失のほうが妥当であると考えられ,乳 臼歯 う蝕経
験 をdmf歯数 を用 い て0歯 群11.3%,1,2歯群
10.3%,3,4歯群13.2%,5,6歯群20.2%,7歯群
13.1%および8歯 群32.2%の6群に分 けた。 これ
ら各群 の中学3年 時DMFT指数 は8歯 群が5.2歯,
7歯 群4.4歯,5,6歯群3.6歯,3,4歯群2.4歯,1,2
歯群1.6歯,最低 は0歯群 の1.2歯,萌出型 と同様
に乳臼歯 う歯数の多少が永久歯 う蝕の罹患性に強
い関連性を示 した。
　 次に,乳 臼歯 う歯数と永久歯萌出型の2要 因を




なかでも乳臼歯 う歯数が8歯 で萌出型がⅡM型 と
IM型,7歯 群でⅡM型は高いう蝕罹患が認めら
れ,こ の割合 は30%以下 と単一要因で得 られ る
リスクよりも選出割合 が少なく,よ り精度の高い
ハイ リスク選出基準になりえると考 える。
【結　論】小学1年 時の健診結果 から得 られる乳
臼歯 う歯数および永久歯萌出型の2要 因は,そ れ
ぞれ永久歯 う蝕の罹患性要因であると同時に両要
因を組み合わせ ることによって,よ り精度の高い
判定が可能 となり歯科保健管理の効率化を示せた。
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